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令和７年度防府市産業戦略本部 第１回会合 
議事録等 

 

 

■開催日時・場所 
  

令和７年１０月３日（金）午後３時００分から 

 防府市文化センター 

 

■次第 
 

１ 開 会 

２ 議 題 
 

   第６次防府市総合計画（素案）について 
 

３ その他 

４ 閉 会 

 

■配布資料 
 

 資料名 

資 料 第６次防府市総合計画（素案） 

参考資料① 防府市の産業を応援します！ 

参考資料② 「企業の従業員等の住まい確保への支援」に関する取組 

参考資料③ 防府市公設青果物地方卸売市場について 

参考資料④ 米国による関税措置への対応等について 

参考資料⑤ 防府アイゴプロジェクト 社食でアイゴ提供イベント開催 
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■出席者名簿                                 敬称略・順不同  

 

 

 

種別 所属団体・役職 名前 出欠 

本部長 防府市長 池田 豊 出席 

本部委員 

アボンコーポレーション株式会社 代表取締役 松村 憲吾 出席 

大村印刷株式会社 取締役本社営業部長 村田 浩司 出席 

協和発酵バイオ株式会社 山口事業所防府 総務課長 山本 武司 出席 

有限会社周防タクシー 代表取締役 新原 耕由 欠席 

株式会社杉本利兵衛本店 代表取締役社長 杉本 洋右 出席 

天神町銀座商店街振興組合 理事長 達川 政明 出席 

東海カーボン株式会社 防府工場 総務課長 矢田 和也 出席 

東山口信用金庫 本店長 後藤 福樹 出席 

フラワースペース Co-co 代表 森本 幸代 出席 

株式会社ブリヂストン 防府工場 総務課長 桃井 敏行 出席 

防府商工会議所 会頭 羽嶋 秀一 出席 

防府流通センター協同組合 理事長 喜多村 誠 出席 

マツダ株式会社 防府工場 総務部長 田中 真二 出席 

株式会社丸久 取締役副社長兼経営企画室長 宇佐川 浩之 欠席 

光浦醸造工業株式会社 代表取締役 光浦 健太郎 出席 

事

務

局 

本部員 

産業振興部 部長 杉江 純一  

土木都市建設部 部長 藤本 英明 

総合政策部 部長 永松 勉 

文化スポーツ観光交流部 部長 松村 慎吾 

庶 務 

産業振興部 理事 石光 徹 

産業振興部 部次長 本間 良寛 

産業振興部 企業応援課 課長 秋里 幸 

産業振興部 企業応援課 主幹 原田 俊和 

産業振興部 企業応援課 課長補佐 福知 圭子 

産業振興部 企業応援課 主任 篠塚 秀平 
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１ 開 会                                           

  市長（本部長）挨拶 

 

２ 本部委員紹介                                       

事務局から出席委員の紹介 

 

３ 第６次防府市総合計画（素案）について説明                        

本部長から資料に沿って、第６次防府市総合計画（素案）の概要を説明。 

  防府商工会議所松田専務理事から、米国の関税措置に関する第２回アンケート調査概要を説明。 

  事務局（土木都市建設部長、産業振興部長、文化スポーツ観光交流部長）から、第６次防府市 

総合計画（素案）に係る事業等について説明。 

 

４ 各本部委員による意見                                     

 
  

本部長 

 

Ａ委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本部長 

 

 

 

 

Ｂ委員 

 

 

 

 

 

 

第６次防府市総合計画（素案）等に対する意見をお伺いする。 

 

中関港３号岸壁延伸について、何年も中国地方整備局や国土交通省に要望を行い、み

なと活性化特別会議、三田尻中関港利用促進協議会と官民一体で活動を行った結果、国

主催の三田尻中関港利用者懇談会が開催されるなど良い方向に向かっているのではな

いかと思っている。８月２６日には、市長・島田県議とともに国土交通省安部港湾局長

に面会し、三田尻中関港中関３号岸壁延伸に向けた要望を行ってきた。 

三田尻中関港は県央部の産業活動を支える海の玄関口、物流拠点で、２０２４年の輸

出額も全国２１位で下関や門司とほぼ変わらない。また、近年、船舶の大型化が進んで

いる。今年に入り大型クルーズ船が寄港していることからも、安定的な船舶の接岸が可

能となるよう、防府市産業界の発展のため引き続き一緒になって、中関３号岸壁延伸実

現に向けてしっかりと取り組んでいきたいと思う。 

 

経済活動、環境問題含め、港湾の役割が今後さらに大きくなると考える。 

 県内の他港の大きな整備が終了するので、次は必ず防府で、ということになるよう、

企業の皆さまと力を合わせて、防府の産業界のために引き続き頑張っていくのでよろ

しくお願いする。 

 

市長から説明があった「２０３０年に向けた産業力強化への取り組み」について、大

きな意味がある取り組みで、全てできるだけ早く実現したらよいと思って期待を寄せ

ている。 

また、人口の社会増が非常に素晴らしい。都市間競争においては、非常に恵まれた面

が多くある防府は、その強みを活かすことが重要。防府はものづくりのまち。ものづく

りが地域に与える影響は大きく、企業活動を支える産業インフラと港湾整備が重要。ま

た、企業誘致するための産業団地整備については、近隣市が産業団地を整備し、インセ
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本部長 

 

 

 

 

Ｃ委員 

 

 

 

 

 

 

 

本部長 

 

 

 

 

Ｄ委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本部長 

 

 

Ｅ委員 

 

ンティブを付けて売り出している中、防府の持てる強さを発揮して、都市間競争に打ち

勝つよう頑張る必要がある。 

観光については、山口県の観光地間の連携が一つの課題だと思う。 

 

ハード整備というものづくりの基盤は、一朝一夕にはできないため、5 年 10 年先と

長期的に取り組む必要がある。企業が活動できるよう、道路・港湾等の基盤をつくるの

が行政の役割であり、しっかりと取り組んでいきたい。観光についても、いかに連携す

るかに取り組んでいきたい。 

 

１点目、メバル公園前の道路について。雨量が増えた際、水はけが悪くなっているた

め、対策を。また、メバル公園は人気が高く、小さいお子さん含め人も増えている。も

し計画があれば、計画にのっとり信号機の設置をお願いしたい。 

２点目は、健康診断の際に、例えば骨密度や血管年齢といった項目が入れられない

か。人口が増えることはとてもいいことで、その中で健康に働ける人がどのくらいいる

のかということが企業・商業にとって大切だと考える。健康診断の項目にいれるのが難

しければ、大型ショッピングモール等でできるとよいと思う。 

 

１点目の道路については、市道なので確認する。信号については、警察に、市からも

横断歩道等要望しているが、距離等色々な規制があるようなので、確認する。 

２点目の骨密度等については、様々な機会で行っており、しっかりとＰＲして今後も

取り組んでいきたいと思う。 

 

 防府市の米国関税措置への対策が迅速で良かった。「関税・物価高騰対策緊急支援資

金」というかなり安い金利で、保証料も市が全額負担する制度や「利子補給金交付事

業」で利子補給率０．５％という制度とされたことに感謝する。 

商工会議所の「米国の関税措置に関するアンケート調査」に関する説明の中で、４月

は「影響が出ている」が１７社で、今回は８１社と影響がでていることを改めて感じ

た。その反面、市中の事業主様との取引で感じているのは、関税よりも数年前からの物

価高の影響が大きいと感じている。世界中で物価高になってきたことで、これまででき

なかった売値を上げることで、収益を確保していき、ある程度収益が戻ってきている。

先ほどの説明の中で、設備投資を実施・予定している会社が市内で約１７０社あるとい

うことは、大変明るい材料だと考えている。金融機関と市と商工会議所で一体となって

支援に取り組んでいきたい。 

 

 不安等を払拭することが一番だと思い、「関税・物価高騰対策緊急支援資金」では、

思い切った金利で制度設計した。 

 

 来年秋から、ＮＨＫで岩国市出身の宇野千代を主役とした朝ドラ「ブラッサム」が始

まる。やまぐち観光デスティネーションキャンペーンとも重なり、観光の起爆剤となる
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本部長 

 

Ｆ委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本部長 

 

 

Ｇ委員 

 

 

Ｈ委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

と考えている。防府市においても、ドラマの主役になるような方がたくさんいるので、

ぜひドラマに取り上げてもらうことができればよいと思う。 

 観光だけではなくて、関係人口を増やすとか、知名度を上げるということでも有意義

ではないかと思う。市民の中で、その人物がしっかりと認知されているとか、あるいは

郷土の誇りとしてみんなが思っていただいかないと、そういうムーブメントは起こら

ないように思う。そのためには、幼少期など防府市で育つ環境の中で、防府のことをよ

く理解できる機会を作っていただけたらと思う。 

 

様々な面から幅広く取り組んでいきたいと思う。 

 

海の藻場の再生のため、漁礁の設置に加えて、海藻を食べる食害魚アイゴをただ駆除

するのではなく、美味しく食べようという取り組み「防府アイゴプロジェクト」を行っ

ている。この産業戦略本部で話をしたことがきっかけで、先日、ブリヂストンさんの社

員食堂で出していただいた。 

また、藻場の再生では、潜水調査の結果、漁礁にわかめがびっしりとついていた。海

藻が多いことで海藻の下の水温が下がり、地球温暖化の原因の一つである海水温上昇

の対策にもつながる。これを数値化する取り組みも行っており、こういった取り組み

が、地域のブランディングになっていくのではないかなと考えている。この防府のモデ

ルが全国に広がっていくことによって、日本全体の海水温が下げられるのではないか

と考えている。 

 

 藻場を通じて防府市をＰＲしていただき感謝する。いろいろな場面で藻場の再生に

ついてＰＲしていきたいと思う。 

 

社食でのアイゴの提供について。社員から、「魚自体にクセがなくて、とても美味し

かった。」「においもなかった」ということで非常に好評だった。 

 

防府市の産業応援について。２０３０年に向け具体的に見える形で表現されていて

良いと思う。企業活動では、拡張を考えるとやはり土地、港湾、道路を含めた物流が必

要になるが、しっかり盛り込まれていた。 

防府市には多くの企業がある。関連企業から、工場に適した土地がないかという声も

非常に多くある。いかに使いやすい土地であるか、場所であるか、将来の物流はどうな

るかがキーとなる。西の交通の起点である西浦交差点の渋滞対策に加え、東側の交通の

利便性向上にも引き続き取り組んでいただきたい。 

一次産業の拠点化について。メバル公園が本当に人気。たくさんの子ども、家族が公

園を活用されている。そこに、潮彩市場がある。今度、青果市場が移転することを考え

ると、非常に発展するエリアになるのではないかと思う。 

観光について。防府市はやはり防府天満宮が、観光客を呼ぶ鍵になっている。１１月

は御神幸祭、１月には初詣、学問の神様であるということで集客力がある。あとは、こ
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本部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｉ委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本部長 

 

 

 

 

Ｊ委員 

 

 

れをどのように防府駅につないでいって、観光含めた産業を盛り上げていくか。今日の

説明の中に、観光の柱になるテーマがある。プリズムストリートも作られて、これから

点から線にして、面にしてというところだと思う。 

潮彩市場のエリア、子どもが来て集客力がある。これをどう防府駅から、もしくは、

防府天満宮に来られた方が、寄ってみようと思われるようにしていくか。さらには、宿

泊含めて、飲食関係につなげていくか。 

このように魅力あるエリアが、どんどん増えてきている。最後はこれらをうまくつな

げていくかだと思う。産業、観光と防府市は、いろいろな取り組みの中で、連携して繋

がっていく姿というのが非常にポテンシャルを持っていると思う。 

 

最終的に、防府の観光は、防府天満宮、毛利庭園に戻るということを感じている。こ

れらは知名度があるが、これをいかに活用するかということをしっかりやっていきた

い。 

メバル公園については、港の活性化のため、にぎわい創出と防災の面から整備した。

潮彩市場の調子があまり良くなかったが、メバル公園に人が来るようになって、市場や

お店の活気が出るというまさに相乗効果があった。 

そうした中で、あそこに一次産業の拠点として青果市場を移転するというのも、人が

集まり始めたからこそのアイデアである。まちづくりが進めば、それに伴い様々な意見

が伺え、また一つステージの上がったところの課題が出てきて、それを超えることによ

って、防府がさらに元気になると思う。 

 

食品製造業は、まずは地元あってだが、外に発信していくことも常に心がけている。

日本で一番大きい展示会が、２月ぐらいに幕張メッセで開催された。実は、山口県ブー

スには防府で１社しか出店していなかった。例えば、市からの支援等があれば、業者同

士で声掛けをしやすくなる。それが、防府のＰＲにも繋がる。小さい積み重ねだが、そ

ういう後押しがあればよいと思う。また、東京にある県のアンテナショップ「おいでま

せ山口館」では、市町が物産展をよくやっている。情報を共有しながら、ぜひ市と一緒

に防府の物産を改めてＰＲをしていけたらいいなと思う。 

また、事業承継が、中小企業では非常に大切。このあたりも、今後、市と一緒になっ

て、考えていきたいと思う。 

 

物産展の話があったが、色々と検討し、地場産品をＰＲしていきたい。 

また、事業承継について、これからの大きな課題だと思う。まちの発展に加え、特に

歴史のある防府にとっては必要であると思う。商工会議所と連携して、しっかりと取り

組んでいきたいと思う。 

 

産業戦略本部に参加し４期目となるが、当初と比べ、大きくまちが変わってきたと実

感している。一方で、社会増や、観光客が増えているということに関しては、大道地区

での実感は正直ない。実感がもてるまでにはもう少し時間がかかるなと感じている。ま
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本部長 

 

 

文化スポーツ

観光交流部長 

 

Ｋ委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｌ委員 

 

 

 

 

 

 

 

本部長 

 

 

 

 

Ｍ委員 

 

 

 

本部長 

 

 

た、観光客数の測定方法について、教えていただきたい。 

 

大道地区でも実感していただけるようにこれから頑張っていきたい。観光客数の測

定方法については、部長から説明させる。 

 

観光客数は、県が毎年、各観光施設から報告されたものを、市町ごとに取りまとめて

いる。 

 

「すごいぞ！防府」というキーワードがあるが、本当にすごいなと感想を抱いてい

る。三田尻中関港が、日本から米国への輸出額の 2％を占めるという数字を聞いて驚い

た。産業応援プロジェクトや、元からある様々な資源、改めてピックアップしたものを

見ると、この先もまだポテンシャルがある、まだまだ輝かせることができるまちだと実

感した。 

アーケードの撤去について、市と天神町銀座商店街が協力をしていきながら、天満宮

に直接続く商店街としての自覚をしっかり持って、表参道のにぎわい、まちの活性化を

さらに実現させていけるように頑張っていきたいと思う。 

 

職場での熱中症対策が義務化された。各社様々な対策をとられているかと思うが、こ

れだけ暑いと、ある程度の費用をかけている企業がほとんどだと思う。来年以降も対策

を取らないといけないと思うので、何かしらのサポート、後押しになるようなものがあ

ると良いと思う。企業を通じ、働く人へのサポートにも繋がると思う。 

また、スポーツに限定するわけではないが、若い方や子どもがいろいろなスポーツに

挑戦していることに、補助など挑戦しやすいような施策をしてもらえると、子育て世帯

のサポートにもつながるかと思う。 

 

全小中学校の体育館でエアコン整備をするが、熱中症対策は、大きな問題だと思って

いる。  

また、子どもたちが、チャレンジすることは大切だと思う。頑張る子どもたちを応援

するため、検討していきたい。 

 

観光客の目標について、他市では、観光客数ではなくて宿泊を伴う観光客数の目標を

持っているところもある。泊まってもらわないとお金が落ちない、経済が回らないとこ

ろがある。宿泊客数の目標設定についても検討いただければと思う。 

 

宿泊客数の目標設定について、今後の参考にさせていただく。 

防府市は、ビジネスホテルが中心。２・３時間で回れる観光地で、近隣市に温泉があ

る。このような環境下、トータルで地域の活性化につなげていくということも大切だと

思うが、宿泊客を増やすこともやはり大切なことだと思う。 
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 本日いただいた意見を参考に、産業戦略に活かしていきたい。引き続き、ご意見をい

ただきたい。 

 

閉会 

 


